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「たいまつ」とは  

 

 

 

毎月開催される理事会の報告を中心に、協会のトピックスについて月報として協会担当者様へお届けするもの

です。 

バックナンバーを含めて協会ホームページの「広報」及び当月号は「神情協会報」に掲載しておりますので、

WEB 上でも閲覧いただけます。協会ホームページＵＲＬ https://www.kia.or.jp 

 (広報委員会) 

 

■無料セミナー【変化に適応し変化を創り出す DX 企業】 

下記のとおり、第 6 回教育担当管理者セミナーの参加者を募集します。ご興味がございましたら、是非、ご 

参加ください。参加希望の方は 3 月 8 日(金)までに指定のアドレスからお申し込みください。 

 

■日  時   3 月 13 日(水) 15 時 30 分～17 時 30 分 

■内  容   今、急速なデジタル化に加え、気候変動など社会課題の解決が求められています。このため、

DX 時代の PM プロフェッショナルは先進デジタル技術活用の目利きになって新ビジネス創出

が出来ることが必要です。 

本セミナーでは DX 推進を先導し成功するための、新たな価値創造に対応する実践アプロー

チについて解説します。 

■参加方法   Zoom によるオンライン 

※但し、事務局でご参加いただくことも可能です。希望の際は、お申し込み時に「連絡事項

欄」へその旨を記載ください。 

■テ ー マ   変化に適応し変化を創り出す DX 企業～DX 先導できる人材育成の実践アプローチ～ 

■対 象 者   人材育成を担当する管理者の方、及びプロジェクトマネジメント関係者の方 

■カリキュラム 1.ビジネス環境の変化 

2.DX の現況 

3.DX 時代の PM プロフェッショナルの対応 

4.企業への DX 導入・普及のポイント 

1)組織文化・風土の取組み 

2)DX 先導できる人材育成 

■講  師   佐藤 義男 氏 株式会社ピーエム・アラインメント 代表取締役社長 

■講師紹介   石川島播磨重工業(現 IHI)にて、CIM(コンピュータ統合生産)アプリケーション、原子力発電

所検査データ収集・処理システム、AI（人工知能）応用システムなどの開発経験 16 年。日本

ディジタルイクイップメントにて、プロジェクトマネジメント実践経験を活かして、新規顧

客向け SI ビジネスのプロジェクト・マネジャーとして指揮・監督を行う。 

現在、㈱ピーエム・アラインメントを設立し、企業向けに PM コンサルティング・サービス(PM

教育、PMO 業務支援、アセスメント支援)を提供。 

2013 年に「PMI 年間最優秀教育プロバイダー」として表彰された(日本初)。 

日本プロジェクトマネジメント協会(PMAJ)理事、PMP、iCD アドバイザー 

【著書】改訂新版 PMBOK による IT プロジェクトマネジメント実践法(ソフト・リサーチ・

センター社) 
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【共著】IT 分野のための P2M プロジェクト＆プログラムマネジメントハンドブック(日本能

率協会マネジメントセンター) 

思いやり型リーダーシップ(サイバー出版センター) 

■参 加 費   無料 

■そ の 他   開催日の 1～2 日前に、Zoom 招待 URL・ID/PW をメールします。万一、届かない場合は、事務

局までご一報ください。 

■申し込み   参加希望の際は、3 月 8 日(金)迄に下記のアドレスからお申し込みください。 

https://www.kia.or.jp/event/detail/form/?id=7414 

※教育研修委員会メンバーは、上記アドレスからは申し込みしないでください。 

 

■第 1 回労働福利セミナー開催のご案内 

生産年齢人口の減少が続く中で、ビジネスケアラー(仕事をしながら家族等の介護に従事する者)の数は増加

傾向にあり、介護に起因した生産性の低下は企業に甚大な損失を与えます。介護しながら働いている人は約 365

万人、直近の 1 年間で介護や看護を理由に離職した人も 10 万人を超えています。 

このような中、昨年 11 月には『企業における両立支援を促すガイドライン策定』に経済産業省も動き出し、

厚生労働省もまた、令和 7 年 4 月 1 日からの育児・介護休業法改正を前提とし、介護離職防止の具体的な対策

を企業に義務付ける予定です。『人材確保と定着』といった生産性向上の観点でも【仕事と介護の両立環境】

を整備する時代となったといえます。 

ご参加希望の際は 4 月 19 日（金）までにお申し込みください。 

 

■日  時   4 月 26 日(金) 15 時 30 分～17 時 20 分 

■開催方法   Zoom によるオンライン 

■テ ー マ   大介護時代を乗り切る仕事と介護の両立環境とは 

～増加するビジネスケアラーの現状と組織的支援体制の必要性とは～ 

■内  容   1)介護を取り巻く最新状況 

       2)介護離職防止に向けた国や省庁の動向 

       3)従業員の介護離職が企業に与える影響 

       4)介護に必要な最低限の知識とは 

5)今からできる仕事と介護の両立環境 

       6)アウトソーシングの活用神情恊人事労務アンケート結果の概要報告 

■講  師   田畑 啓史 氏 

・合同会社洛陽人事教育研究所 業務執行役員、一般社団法人日本顧問介護士協会 顧問 

■講師紹介   社会保険労務士として人事労務業界で３０年の実績。現在は未来型事業や多様な働き方を 

実現するためのノウハウを持つ専門家に向けて、情報発信の機会創出とサポートも行う。来

たる「大介護時代」へ備えるための情報を飾らず、わかりやすく、皆さまにお届けしていま

す。著書：要説キャリアとワークルール 就活キャリア読本 

■対 象 者   経営者、人事労務管理者、人事労務担当者 

■参 加 費   無料 

■そ の 他   参加者には Zoom アドレス等詳細を開催日 2～3 日前に送信します。 

■申し込み   参加希望の際は、4 月 19 日(金)までに下記のアドレスからご登録ください。 

        https://www.kia.or.jp/course/detail/form/?id=7662 

https://www.kia.or.jp/event/detail/form/?id=7414
https://www.kia.or.jp/course/detail/form/?id=7662
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■SE ハンドブック (第 10 版)活用のご案内 

 SE ハンドブックは改訂を重ね、現在は第 10 版を販売しております。 

 第 10 版では初級 SE 向けの内容を第一部に集約し、より新卒者や SE を目指し始めた人が読みやすいように

編集しました。また、後半部分には高度な SE に必要な技術や関連知識の情報、マネジメントスキルについて掲

載するとともに、忘れがちな社会人としての知識や情報を付録としてまとめており、初心者から高度な SE を目

指す熟練者の方まで十分活用できる一冊となっております。 

 これから SE を目指す方には学習ガイドや教材として、実務経験者の方には日常業務のチェック用として、是

非、皆様の業務にお役立ていただきたくご案内申し上げます。 

 ご購入希望の際は、下記のアドレスよりお申し込みください。なお、ハンドブックはご注文いただいたのち

1 週間程度でのお届けとなります。 

 また、電子書籍(Kindie 版)も販売しておりますので、是非、ご活用ください。 

 

■価  格   ◎冊子 

会員：1,430 円／冊（税込み） 会員外：1,760 円(税込み) 

※送料着払いにて発送します。 

※50 冊以上のお申し込みの際、送料無料といたします。 

※ハンドブック送付時に、ご請求書を同封いたします。 

◎電子書籍 

 1,760 円／冊（税込み） 

■納  品   お申し込み受付後順次発送します。1 週間程度でのお届けとなります。 

なお、3 月中に納品希望の際は、3 月 22 日(金)までにお申し込みください。それを過ぎます

と、3 月中のお届けが出来ない場合がございますので、予めご了承ください。 

■申込方法   ◎冊子購入 

 下記アドレスからお申込みください。なお、「お申し込み担当者」欄には、ハンドブック

の発送先の情報をご登録ください。2 ヵ所以上に発送希望の際は、発送先別にお申し込み

ください。 

https://www.kia.or.jp/event/detail/form/?id=6883 

◎電子書籍 

amazon の本・書籍にて「SE ハンドブック」で検索してください。 

■そ の 他   4/2 開講「一般ビジネス倫理＆情報業界倫理とコンプライアンスコース」を受講される方の

SE ハンドブックは、事務局にて手配しておりますので、ご購入は不要です。ご注意ください。 

 

■2024 年度委員会メンバー募集について  

 2024 年度の委員会メンバーの募集をいたします。 

 委員会メンバーの登録・変更・削除は、随時、神情協ホームページよりできるようになっておりますが、毎

年この時期に見直ししていただく意味で、メンバー募集のお知らせをしております。 

 委員会活動に積極的に参加されている会員様ほど、協会のメリットをお感じいただいているようです。是非

この機会に、ご興味のある委員会にご参加くださいますようご案内申し上げます。委員会の活動内容について

は協会ホームページをご参照ください。 

 なお、委員会メンバーのほか代表者及び協会担当者やその他のご担当者の変更がございましたら、あわせて

ご変更くださいますようお願い申し上げます。 

 

https://www.kia.or.jp/event/detail/form/?id=6883
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■登録期間   随時ご登録可能となっています 

■登録方法   神情協ホームページ https://www.kia.or.jp/ からご登録いただけます。 

■登録手順   1)協会ホームページにアクセス 

2)ID/PW を入力(ID は管理者用のものを使用） 

3)「会員マイページ」をクリック 

4)左側のメニューの「担当者名簿」からご登録ください。 

※いつでもメンバー登録・変更・削除が出来るようになっていますので、都度、上記手順に

て協会ホームページよりご登録ください。 

※万一、ID とパスワードが不明の際は、事務局までメールにてお問い合わせください。 

問い合わせ先 kia@kia.or.jp 

■委員会登録  委員会メンバーは経営者だけとは限りません。経営者層の方、専門的な職種の方がそれぞれ

活躍されております。1 委員会には 1 社 2 名を限度としますが、いくつの委員会にご参加い

ただいても構いません。 

■募集委員会  下記の 9 委員会へのご登録が可能です。 

・企業経営委員会 

  ・教育研修委員会 

 ・産学連携委員会 

  ・技術委員会 

  ・労働福利委員会、 

  ・広報委員会 

  ・横浜市交流委員会 

  ・川崎市交流委員会 

  ・ダイバーシティ委員会(4/1 より女性活躍ダイバーシティ委員会から名称を変更します) 

※各委員会の活動内容については、下記アドレスをご参照ください。 

https://www.kia.or.jp/committee_activities/ 

■各担当者   委員会メンバーのほかに下記の担当者をご登録いただけます。担当内容については、下記を

ご参照ください。なお、代表者と協会担当者のご登録は必須項目となります。 

1)協会担当者 

 E-mail、郵送に関わらず全てのご案内を送付します。 

2)副協会担当者 

 E-mail でのご案内のみを全て送付します。 

3)教育、技術、採用、人事・労務・福利厚生、ダイバーシティ担当者 

 協会担当者に E-mail で送付しているご案内のうち、各担当者と関連するご案内のみを送

付します。 例)教育研修のご案内 → 教育担当者 

4)各委員会 

 登録された委員会に関係するご案内を E-mail にて送付します。 

■ご 注 意   1)協会担当者、副協会担当者には、会員向けのメールは全て送信されますので、別途、教育、

技術、採用、人事・労務・福利厚生、ダイバーシティ担当者への登録をされる必要はござ

いません。 

2)教育、技術、採用、人事・労務・福利厚生、ダイバーシティ担当者については、協会担当

者、副協会担当者以外で、教育の情報のみ必要な方は「教育担当者」、採用関係の情報の

み必要な方は「採用担当者」というようにご登録ください。 

3)委員会メンバーに登録されている方も、登録されている委員会と同じ担当者への登録は必

要ございません。教育研修委員会メンバーと教育担当者、産学連携委員会メンバーと採用

担当者など同じご案内が届きます。 

https://www.kia.or.jp/
https://www.kia.or.jp/committee_activities/
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■4 月開講予定講座  

 下記の通り、4 月に開講を予定している教育講座についてご案内いたします。是非、社内での教育にご活用

ください。 

開講日 開講方法 講座名 

4月2日(火)～ 

   4日(木) 
集合研修 

新入社員教育講座【一般ビジネス倫理＆情報業界倫理とコンプライアンスコース】 

https://www.kia.or.jp/course/detail/?id=7512 

4月2日(火)～ 

 6月28日(金) 

WEB・集合 

研修 

新入社員向けJava開発総合講座 

https://www.kia.or.jp/course/detail/?id=7513 

4月8日(月)～ 

 5月13日(月) 
集合研修 

新入社員技術講座【Java言語初級＆Javaサーブレットコース】 

https://www.kia.or.jp/course/detail/?id=7521 

4月16日(火) WEB研修 
初めてメンター、OJTリーダーになるあなたに「指導係の心得と基本スキル」講座 

https://www.kia.or.jp/course/detail/?id=7529 

4月19日(金) 集合研修 
新任管理職養成講座 

https://www.kia.or.jp/course/detail/?id=7532 

4月22日(月)～ 

5月13日(月) 
集合研修 

新入社員技術講座【Java言語実践コース】 

https://www.kia.or.jp/course/detail/?id=7522 

4月23日(火) 集合研修 
IoT & AI が実現する世界を体験する「ドローン・プログラミング」講座 

https://www.kia.or.jp/course/detail/?id=7514 

4月25日(木) 
WEB・集合 

研修 

プロジェクト・マネジャーの為のDXスキル講座【DXプロジェクトを成功に導く為に】 

https://www.kia.or.jp/course/detail/?id=7534 

 

■2024 年 2 月度理事会報告 

2 月 15 日(木)に開催された理事会において、下記のとおり承認可決及び周知されましたのでご報告します。 

決  議  事  項  

1.第 8 期後期理事候補及び副委員長選任の件 

  加藤事務局長より、第 8 期後期理事候補及び副委員長ついて、各委員会等からの推薦に基づき、下記

の方々を選任したい旨提案があり、議長がこれを諮ったところ異議なく承認可決されました。なお、理

事は 6 月開催の定時社員総会にて承認されたのち、副委員長は 4 月 1 日より就任となります。 

  【理事】 

   退任 石田 誉幸 氏 株式会社 CIJ(技術委員会) 

   新任 河原  啓 氏 株式会社 CIJ(技術委員会) 

【副委員長】 

 退任 中山 泰秀 氏 株式会社エーアイネット・テクノロジー(企業経営委員会) 

   新任 佐伯 友道 氏 株式会社アイネット(横浜市交流委員会) 

   新任 大橋 朗大 氏 株式会社エルテックス(技術委員会) 

   新任 栗山 桂一 氏 株式会社エーアイネット・テクノロジー(技術委員会) 

2.2023 年度決算予測及び 2024 年度事業計画(案)・収支予算(案)承認の件 

  加藤事務局長より、2023 年度決算予測及び 2024 年度事業計画(案)・収支予算(案)について説明があ

ったのち、議長がこれを諮ったところ異議なく承認可決されました。なお、2024 年度の事業計画及び収

支予算につきましては、下記アドレスよりご覧いただけます。 

https://www.kia.or.jp/course/detail/?id=7512
https://www.kia.or.jp/course/detail/?id=7513
https://www.kia.or.jp/course/detail/?id=7521
https://www.kia.or.jp/course/detail/?id=7529
https://www.kia.or.jp/course/detail/?id=7532
https://www.kia.or.jp/course/detail/?id=7522
https://www.kia.or.jp/course/detail/?id=7514
https://www.kia.or.jp/course/detail/?id=7534
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   事業計画 https://www.kia.or.jp/files/member/document/pdf/kiadata_6.pdf 

   収支予算 https://www.kia.or.jp/files/member/document/pdf/kiadata_7.pdf 

3.委員会名称変更承認の件 

  千葉常務理事より、女性だけでなく多様なニーズをもつ人材への理解ならびに知識や情報提供など行

うことを目的に、女性活躍ダイバーシティ委員会の名称を、2024 年 4 月 1 日よりダイバーシティ委員会

に変更したい旨提案があり、議長がこれを諮ったところ異議なく承認可決されました。これに伴い、委

員会規程別表の「委員会の名称及び任務」を改定しました。 

4.設立 40 周年特別委員会発足承認の件 

  板橋副会長より、2026 年度に設立 40 周年を迎えるにあたり記念行事等を検討するための特別委員会

を発足したい旨提案があり、議長がこれを諮ったところ異議なく承認可決されました。なお、特別委員

会の委員長は板橋副会長、構成メンバーは、各委員会より 1～2 名選出します。 

協  議  事  項  

  1.神情協 SE 講座講師認定規程への追記承認の件 

富樫常務理事より、SE 講座講師認定規程の推薦基準について、協会理事で講師の推薦を受けた者は審

査を免除することを追記したい旨提案があり、議長がこれを諮ったところ異議なく承認可決されました。

なお、この審査免除の枠は年度内 4 名までとします。 

 

周  知  事  項  

  1.神情協ビジネスフォーラム開催について 

守屋常務理事より、4 月 18 日(木)にホテルプラムにて、第 72 回ビジネスフォーラムを開催すること

が周知されました。今回は、日本情報技術取引所(JIET)との共催となります。 

  2.第 86 回神情協ゴルフコンペ開催について 

守屋常務理事より、5 月 21 日(火)に大厚木カントリークラブ桜コースにて、第 86 回神情協ゴルフコ

ンペを開催することが周知されました。募集人数は 16 組 64 名を予定しています。 

3.第 1 回教育担当管理者セミナー開催について 

大西常務理事より、4 月 10 日(水)に事務局会議室と Zoom によるオンラインにて、第 1 回教育担当管

理者セミナーを開催することが周知されました。講師には株式会社 WOMAN COLLEGE 代表取締役の黒田佳

奈子氏を迎え「1on1 にも活かせるチームメンバーの主体性とエンゲージメントを高めるためのコーチン

グスキル」をテーマに開催します。 

  4.第 1 回労働福利セミナー開催について 

戸高常務理事より、4 月 26 日(金)に事務局会議室と Zoom によるオンラインにて、第 1 回労働福利セ

ミナーを開催することが周知されました。講師には合同会社洛陽人事教育研究所 業務執行役員の田畑

啓史氏を迎え「企業が整えるべき 仕事と介護の両立支援とは～今知っておくべきビジネスケアラーの

現状と組織的支援体制の必要性～」をテーマに開催します。 

 

報  告  事  項  

1.事務局報告 

    加藤事務局長より、(1)2024 年賀詞交歓会は 384 名(来賓 38 名・会員 346 名)の参加があったこと (2) 

事務局職員の定年後再雇用規程を 4 月より施行すること (3)2024 年 2 月～3 月の神情協スケジュールに

ついて報告がありました。 

 

 

 

https://www.kia.or.jp/files/member/document/pdf/kiadata_6.pdf
https://www.kia.or.jp/files/member/document/pdf/kiadata_7.pdf
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■3 月の協会活動日程  

月日 曜 方法 イベント名称 会場等 

3 月 2 日 土 集合  かながわ夢絵コンテスト表彰式 さくらプラザ 

3 月 5 日 火 集合 神情協合同企業説明会(神奈川 IT 就職フェア) 新都市ホール 

3 月 6 日 水 WEB 新入社員フォローアップ講座 Zoom 

3 月 8 日 金 集合 広域首都圏情報団体協議会(メトロ)幹部会 山梨県 

3 月 11 日 月 WEB DX 時代に必要な「伝える技術＋聴く技術＝一緒に考える技術」講座 Zoom 

3 月 12 日 火 集合 SE 講座講師認定審査会 事務局会議室 

3 月 13 日  水  

集合

&WEB 
第 8 回教育研修委員会 

事務局会議室 

& Zoom 

集合

&WEB 
第 6 回教育担当管理者セミナー 

事務局会議室 

& Zoom 

3 月 15 日 金 WEB ロジカルシンキング講座 Zoom 

3 月 19 日  火  

WEB 
成長を続け信頼される SE になるための、ビジネスに活かす EQ（心の知能

指数）講座 
Zoom 

WEB 
初めてのメンター、OJT リーダーになるあなたに「指導係の心得と基本ス

キル」講座 
Zoom 

3 月 21 日  木  

WEB 
1on1 からコーチングまで幅広く学ぶ、自分に合った真のリーダーシップ

を知るリーダーシップ講座 

Microsoft 

Teams 

集合 2024 年 3 月正副会長会議 役員室 

集合

&WEB 
2024 年 3 月度理事会 

事務局会議室 

& Zoom 

 

 

 「たいまつ」についてお問い合わせ先 

一般社団法人神奈川県情報サービス産業協会 事務局  

TEL 045-316-2244    FAX 045-316-2246 

E-mail kia@kia.or.jp  URL https://www.kia.or.jp 

mailto:kia@kia.or.jp
https://www.kia.or.jp/

